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著者らは第１報(長花ら，1971)において，琵琶湖なら

びにその周辺水域における肝吸虫の第１中間宿主であ

るマメタニシの分布状態について報告し，また近藤ら

(1968)はそれより以前に，同地域の犬，猫，鼠における

肝吸虫の感染状況について報告を行なった．本報では第

２中間宿主である淡水魚の肝吸虫メタセルカリア寄生状

況を述べると共に，琵琶湖周辺10数カ所の住民について

肝吸虫感染者の検索を目的として行なった糞便検査の成

『績について報告する．

琵琶湖産淡水魚類について肝吸虫メタセルカリアの寄

L生状況を調査した過去の報文は案外少なく，小林(1910)，

武藤（1917)，渡辺・堀井（1950)，稲垣（1954)，酒井

〈1954)，小宮ら(1960)などが主なものである．

一方，滋賀県の住民の中に，肝吸虫感染者の存在する

ことを，はじめて見出したのは，前報にも述べた如く，

望月・堤(1899)によると熊谷で，明治12年(1879)の頃，

すなわち石坂(1878)が本邦ではじめて人体から肝吸虫を

見出した翌年のこととされている．以後,望月･堤(1899）

は滋賀県下住民の糞便検査を行なって高率に肝吸虫の感

染を認めたが，武藤(1917)は，肝吸虫卵と横川吸虫卵と

を区別しつつ行なった糞便検査の成績を示し，横川吸虫

発見以前の検査成績に疑問を表明した．その後，滋賀県

下で行なわれた多くの一般的な糞便検査においても，し

ばしば肝吸虫卵が見出されているが，特に肝吸虫の感染

状態を調べる目的で行なわれた調査をあげてみると，酒

井(1954)，小宮ら(1960)，加藤ら(1957)などである．

以上のような過去の報告を参考にしつつ，我々は近年

における同地域の淡水魚ならびに人体における肝吸虫の

浸淫状況を調査し，ここにまとめて報告する次第であ

る．

材料ならびに方法

淡水魚の採集は第１図に示す如く，琵琶湖畔13カ所

(番号１～13)で行なった．採集の方法は現地へ行って網

あるいは釣りで魚を採集するか，漁夫に依頼して現地の

えり(瓢)などで獲れた魚を購入するかして検査に供し

た．調査期間は1962年から1970年の問で，季節は，６．

７．８月が多いが，時には４．１１．１２月といった時期も

あった．これら魚類はまず』慎重に種の同定が行なわれ

た．淡水魚の種名については研究者による見解の相違も

あり，種の同定は必ずしも容易ではないが，我々は，岡

田弥一郎・中村守純(1950)，富山一郎・阿部宗明(1958）

宮地伝三郎他(1965)，小宮義孝(1965)，中村守純(1969）

などの著書を参考として同定を行ない，疑問点について

は京都大学臨湖実験所所員の方の御教示を受けた．メタ

セルカリアの検査は，魚の筋肉を２枚のガラス板にはさ

み，双眼実体顕微鏡下で探索する方法をとった．検出さ

れたメタセルカリアは，横川吸虫メタセルカリアをはじ

め，他種メタセルカリアと厳密に区別し，しばしば動物

に試食させて成虫の裏付けを行なった．

肝吸虫の人体寄生状況の調査は，やはり第１図に示し

たような11地区(記号Ａ～Ｋ）の住民,計，1645名につい

て行なった．虫卵検査の方法は稀塩酸エーテル遠心沈澱

集卵法で，これを全例に実施し，横川吸虫卵との鑑別に

特に注意を払った．検査期間は1963年から1966年の間で

ある．

＊現在，川崎医科大学

(６７）
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第１表今回，肝吸虫メタセルカリア検査に供した

琵琶湖産淡水魚の種類
成績

１．淡水魚における肝吸虫メタセルカリア寄生状況

今回検査することができた淡水魚の種類は第１表に示

す如く19種である．その内，※印を付した魚から肝吸虫

メタセルカリアが検出された．
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＊肝吸虫メタセルカリアの検出された魚種

、
』
、
Ｈ

く

田以北の所謂，北湖（または大湖）と以南の南湖を比較

すると，肝吸虫メタセルカリア寄生率は南湖の方に高い

ということができる．また北湖でも，比良山系が湖にせ

まり，白砂青松の連らなる西岸には少なく，平坦で泥質

の東岸に多いことがわかる．なかでも，東浅井郡琵琶村

南浜や近江八幡市長命寺などの採集地は，クリークを伴

った内湖で，泥質の水域であり，マメタニシの分布密度

も高かった所である．南湖においても，やはり西岸は山

が湖にせまってはいるが，都市化が進み，泥質地が多
く，東岸・西岸共に高い寄生率を示した．

次に，肝吸虫メタセルカリアが検出された８種の魚に

ついて，その寄生率を比較してみると第３表の如くであ

る．この際，肝吸虫メタセルカリアが検出された地域の

みの成績を綜合して示した．その結果，モツゴが感染

率・感染魚数ともに大で，最も重要種と考えられ，次い

でヒガイ・パラタナゴ・モロコ・タモロコなども重要種

と考えられる．ゼゼラ・ヤリタナゴ・カネヒラからもそ

れぞれ１尾ずつ陽性魚が見出されたが，さらに検査を重

ねてみる必要があろう．

次に，草津市矢橋において1967年８月，1968年６月，

1969年12月の３回にわたり採集し，検査した150尾のモ

ツゴについて，その体長と肝吸虫メタセルカリア寄生率

第１図滋賀県琵琶湖周辺における肝吸虫調査地図

１～13は淡水魚採集地点（括孤でかこんだ地点は肝

吸虫メタセルカリア陽性地点)．Ａ～Ｋは住民の糞

便検査実施地区．番号・記号はいずれも第２表およ

び第５表に対応している．

さて，調査地域別，年度別，魚種別に検査成績を綜合

的に示したのが第２表で，調査地区を地図上に示したの

が第１図である．これによると，肝吸虫メタセルカリア

寄生率は調査地域によってかなり異なることがわかる．

すなわち，調査した13地域のうち，肝吸虫〆タセルカリ
（、

アカx検出されたのは，東浅井郡琵琶村南浜，近江八幡市
－．.ｌ

長命寺乳草津市矢橋し大津市雄琴，大津市堅田町本堅田
．・・-１（.･･]

の５地域であるが,中でも草津市矢橋と大津市雄琴とは
`,-'｡１ヘ１-１

各種の魚に高し(感染率を示し，特に雄琴のヒガイとモツ

ゴの体内からは多数の肝吸虫メタセルカリアが見出され

た．また，第２表ならびに第１図からわかることは，堅

(６８）
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第２表琵琶湖周辺における淡水魚の調査，とくに調査地点名と肝吸虫メタセルカリア寄生状況

魚１尾当り

メタセルカリア数
魚類採集地 メタセルカリア

検査
魚数

調査年月魚種和名
番号地名 陽性魚類陽性率最低～最高平均

１束浅井郡琵琶村南浜 1967,6

1968,6
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２愛知郡稲枝町薩摩 1966,4

1964,7

1962,8

３愛知郡能登川町

４近江八幡市白王

５近江八幡市長命寺 1962,

1966,

ワ
］
〈
０

1967,6

６近江八幡市沖ノ島

７野州郡中主町吉川

８草津市志那

９草津市矢橋

1965,

1962,

1962,

1967,

1968,

８
８
８
８
６ 1～６

１～２５

１～２

１～２

１．８

１．９

１．２

１．５

６

1～３９1９６９，１２ ７．４

１

1～２ 1．２

９
1０大津市雄琴

ＣＬ、

1964,7

１

スジシマドジョウ

モロコ

ヒガイ

モツゴ

ヤリタナゴ

オイカワ

1965,8

1970,11 ２～１７５

６８～９８

3４．４

８３．０

１２

（６９）
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第２表琵琶湖周辺における淡水魚の調査，とくに調査地点名と肝吸虫メタセルカリア寄生状況(つづき）

魚１尾当り

メタセルカリア数
魚類採集地 メタセルカリア

検査

魚数
調査年月魚種和名

番号地名 陽性魚数陽性率最低～最高平均
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1～３３５．５

1１大津市堅田町本堅田 1964,

1965,

1967,

７
８
６

１

1２滋賀郡南小松 1964,7

1３高島郡高島町勝野１９６４，７

1965,8

第３表肝吸虫メタセルカリアが検出された

８種の淡水魚における陽性率比較

Ｚｆ＝150のときの

ｈ＝２．５６

．＝８．５９

ｋ＝２５までについて

Ｘ２＝２２．９９３

X:(0.05)＝35.172

メタセルカリア

魚種和名検査魚数

陽性魚数陽性率(96）
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第４表モツゴの体長と肝吸虫メタセルカリア寄生率

IiIUn.－－－
メタセルカリア

モツゴの体長検査魚数
陽性魚数陽性率(96）

０５１０１５２０２５

魚体内の肝吸虫メタセルカリア数(個）

第２図肝吸虫メタセルカリア保有モツゴ（草

津市矢橋産の分布状況）

８
２
６
４
７
４

●
●
●
●
●
●

０
３
９
１
５
１

７
４
５
７
８
７

４
７
７
８
７
７

２
３
４
２

７
６
８
０
６
５

１
１
２
２

45ｍｍ以下

４６～５０

５１～５５

５６～６０

６１～６５

６６ｍｍ以上 生率との間に一定の関係は認められなかった．

次に，同上地区産のモツゴを材料とし，１尾の魚体内

における肝吸虫メタセルカリア数の分布について検討し

てみることにした．まず，モツゴ１尾当りの平均寄生メ

との関係をしらべた．第４表に示す如く，体長を５ｍｍ

ごとに区分して寄生率を算出してみると，特に体長と寄

(７０）

￣
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第５表琵琶湖周辺11カ所の住民の糞便検査成績，とくに肝吸虫寄生状況について

寄生虫卵陽性者数(陽性率）調査地

調査年月検査数
記号 地名 肝吸虫横川吸虫蛆虫鞭虫鉤虫その他

０ ８５

(22.8）

１５

(11.1）

１０

（2.9）

２

（1.8）
４４

(40.0）

５０

(38.8）

５６

(61.9）

２

（5.9）

４

（5.1）

８

（4.3）

２

（3.7）

２６７

(71.4）

７８

(57.8）

１３２

(38.2）

４４

(38.6）

９６

(87.3）

１００

(77.5）

７９

(94.0）

１９

(55.9）

３９

(50.0）

１３３

(70.7）

１４

(25.9）

１
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
１
１
１

５
３
１
７
８
３
１
９
２
８
６
７
３
６
１
９
０

●
●
●
●
●
●
⑪
●

１
０
２
０
１
４
３
２

く
く
く
く
く
く
く
く

２

(0.5）
２

（1.5）

７５

(21.7）

２２

(19.3）

１７

(15.5）
２０

(15.5）
１５

(17.9）

４

(11.8）

１３

(16.7）

８

（4.3）
１２

(22.2）

Ａ伊香郡余呉村１９６３，１０３７３

Ｂ〃西浅井村１９６４，７１３５

Ｃ愛知郡稲枝町薩摩１９６６，６３４６

，〃柳川〃１１４

Ｅ近江八幡市北津田１９６３，１０１１０

Ｆ〃白王〃１２９

Ｇ〃中之庄〃８４

Ｈ大津市雄琴１９６５，１３４

１〃堅田木番城〃７８

Ｊ滋賀郡志賀町近江舞子１９６５，２１８８

Ｋ高島郡高島町勝野〃５４

Ｊ
１
ｊ
ｊ
１
Ｊ

１
７
６
６
９
９
４
６
１
８
２
４
０

．
１
．
．
．
．
．

０
４
７
３
０
２

く
く
く
く
く
く

東毛*１

嶢虫１

嶢虫４

０

東毛１
広条*＊１

１４

(7.4）
２

(3.7）

２

(1.1）

４

(7.4）

４３

(2.6）
２７８

(16.9）

１００１

(60.9）
1645１９０

（11.6）

３９

(2.4）

(註）＊東洋毛様線虫，＊＊広節裂頭条虫，糞便検査法は稀塩酸エーテル集卵法

つた．東岸中央部の愛知郡稲枝町薩摩(Ｃ）および柳川

(Ｄ)の一般住民では21.7,19.3％と高率であった.さらに

東岸のやや南方の近江八幡市に属する北津田(Ｅ)，白王

(Ｆ),中之庄(Ｇ)の３地域の一般住民では,それぞれ15.5

％，15.5％，17.9％とかなり高率であった．一方，南湖

西岸の雄琴は旅館がたち並んでいる温泉観光地である

が，この地区の一般住民にも11.8％とかなり高率に肝吸

虫の感染がみられた．雄琴より少し北の堅田では木番城

という魚村の住民を対象として検査した所，16.7％とか

なり高い寄生率であった．次に北湖の方の滋賀郡志賀町

近江舞子の一般住民では比較的低率で４．３％であった

が，それより少し北の高島郡高島町勝野という漁村の住

民の寄生率は22.2％と比較的高率であった．

以上のように，琵琶湖周辺の11カ所を選んで検査して

みると，北端部を除いて，ほぼ１０％以上の寄生率を示す

所が殆んどであり，２０％前後の寄生率を示す地域もかな

り認められる．このことは肝吸虫の浸淫が依然として深

いことを物語っている．

次に，上述のデーターにつき，検査対象のうち，性お

よび年齢のはっきりした者について，性別・年齢別肝吸

タセルカリア数は4.17個であるが，少数寄生のモツゴが

多数寄生のものよりはるかに多いことに気付く．そこで

寄生メタセルカリア数とモツゴ個体数との間の関係を推

計学的に検討した所，次の如き結果を得た．メタセルカ

リア数を横軸に，モツゴ個体数を縦軸にとり，メタセル

カリア数の増加にともなうス値を求めてみると，上昇の

傾向を示した．このことはPolya-Eggenberger型の分

布をするか，或はそれに近似の型の分布をするのではな

いかと考えられるので母数の算出を行なった．ｈ＝2.56

.＝8.59による検査度数を比較し，適合度の検定を行な

った結果，Ｘ２＝32.99はX2o(0.05)＝35.172より小さく，

この採集結果の上からは，Ｐ－Ｅ型の分布をしているこ

とが認められた．（第２図参照）

２．琵琶湖周辺地域住民の肝吸虫感染状況

1963年10月から1966年６月の間に，第１図および第５

表に示したようなＡ～Ｋの11地区の住民，計1645名を対

象として稀塩酸エーテル遠心沈澱集卵法による糞便検査

を行なった．

琵琶湖北端に位置する余呉村(Ａ)，および西浅井村

(Ｂ)の一般住民の肝吸虫寄生率は低率で0.5～1.5％であ

（７１）
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第６表琵琶湖周辺地域住民の性別ならびに年齢別肝吸虫感染状況

年齢別区分

性
別

調査地名調査年月１－１１－２１－３１－４１－５１－６１－７１－８１－計
１０２０３０４０５０６０７０８０

近江八幡市北津田１９６３，１００/１０
〃 白王０/１３

〃 中之庄０/６

大津市雄琴１９６５，１０/３

〃堅田木番城０/４

滋賀郡志賀町近江舞子１９６５，２１/１６

高島郡高島町勝野O

愛知郡稲枝町薩摩１９６６，６２/２４
〃 柳)ⅡＯ/６

０
８
５

８
１
６
１
３
１
２
２
９

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

０
２
１
０
０
０
０
１
０

３
４
７
１
１
６
７
２
１
１

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

０
２
０
１
１
０
０
４
０

７
０
９

８
９
８
３
７
１
１
１
８

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

０
１
３
１
２
２
２
５
１

６
４
１

３
９
８
２
４
１
１
２
１

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

１
０
１
１
２
１
０
８
２

０
３

６
９
３
３
６
１
２
２
４

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

３
３
１
０
２
１
０
５
１

１

８
７
５
２
６
６
２
１
５

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ｊ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

４
１
１
０
１
１
２
２
０

７
１
２
２
１
２
１
２
１
４

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

０
０
０
０
０
０
０
２
３

８/4８

９/6６

７/3９

３/1６

８/3８

６/9２

４/21

29/158

７/4８

１
２

０
０
０
０
０
ノ
０
ノ
０

０
０

男

3/８２４/８２８/４２１７/８９１６/７８１６/６６１２/５２５/３２
(3.7）（４９）（19.1）（19.1）（20.5）（24.2）（23.1）（15.6）

ｊ

計
％く 0/３

(O）
81/526
(15.4）

９
４
９
８
２
６
５
７
１
３

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

１
１
２
０
１
０
２
３
０

近江八幡市北津田１９６３，１００/５

〃白玉Ｏ/６

〃中之庄０/６

大津市雄琴１９６５，１０/３

〃堅田木番城Ｏ/２

滋賀郡志賀町近江舞子１９６５，２０/１３

高島郡高島町勝野O

愛知郡稲枝町薩摩1966,61/２１
〃 柳１１１１/８

０
１
８
３

７
１
９
２
１
１
１
１

ノ
ノ
ノ
０
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

１
１
０
０
０
０
１
１

1/12

1/10

4/８

０/７

１/９

１/14

3/13

7/26

4/1２

１
２
９
０

８
１
６
３
９
２
７
２
１

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

１
４
２
０
２
０
４
７
５

０
６
６
３
２
６
８
５
２
５

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

１
２
０
０
１
０
２
４
１

３/８

１/５

０/４

０/２

０/8

０/1１

０/3

12/2２

１/1０

４
１
４
１

６
１
１
２

ノ
ノ
ノ
０
０
ノ
ノ
ノ
ノ

０
１
０

０
０
３
０

８/51

11/6２

８/4５

０/1９

５/4３

１/91

11/37

38/171

13/6６

１
１
１
２
３

０
ノ
ノ
０
０
ノ
ノ
ノ
ノ
０
ノ
ノ
ノ
ノ

０
０
０
０
０

女

2/６４４/７１１０/６３２２/11125/10511/６１１７/７３４/２９
(3.1）（5.6）（15.8）（19.8）（23.8）（18.0）（23.3）（3.5）

ｊ

計
％く O/８

(O）
95/585
(16.2）

5/１４６８/15318/10539/20041/18327/12729/１２５９/６１
(3.4）（5.2）（17.1）（19.5）（22.4）（21.3）（23.2）（14.8）

総計
（％）

O/１１
(O）

176/1111

（15.8）

虫寄生率を検討してみると，第６表に示す如く，まず性

別では全体として，男子15.4％，女子16.2％とほぼ同程

度の感染率を示している．年齢別にみると，２０歳以下で

は男女共に，大体３～５％と比較的低率であるが，２１歳

以上になると急に増加し，１７～23％となり，７１歳以上で

も15％前後を示している．一方，若年者の感染状況をみ

ると，１１～20歳で８名，１０歳未満のものに５名の感染者

があり，最も年齢の若い感染者は５歳で，男女各１例を

認めた．以上のことから考えられることは，まず肝吸虫

の寿命が長く，，感染の機会はさほど多くなくとも虫体が

蓄積する傾向があること，次に，本地方では現在もなお

新らしい感染が起っていることなどが明らかである．特

に地域別にみて，若年感染者の認められる愛知郡稲枝町

や近江八幡市などは最も注意を要する地域と考える．

(1910)ははじめて琵琶湖産の魚類から肝吸虫メタセルカ

リアを見出した．その魚種はESC"ぬγαs6omPαγＵα，

Ｌｅ"cogo6iogZZ"Z比γi，Ｒｚ７ａｃ/ieiZog"αZ/、ｓγｈｏ"z6ca，

ＡＣ比iZog"α2A"Ｓｍ"ceoZaZa，Ａ・Ｚ”6αZα，Ａ・Ｑｙα"o‐

srig,"αなどであった．武藤(1917)は琵琶湖産の数種の

魚を小犬に食わせ成虫を見出す方法で調査した所，ポテ

・ヒガイ・オイカワ・モロコ・アメノウオ・ハエにメタ

セルカリアが存在していたことが判明した．第二次大戦

後になって渡辺・堀井(1950)が滋賀県高島郡の知内川が

琵琶湖に流入する附近において調査し，モロコ110尾中

２尾に肝吸虫メタセルカリアを見出した．稲垣(1954)は

彦根，八幡町及び安士村のモツゴ，八幡町のヒガイ各１０

尾宛を検査し，ごく少数の肝吸虫メタセルカリアの寄生

を見出し，これは1941年の滋賀県衛生課の調査結果に比

し著しく低率で，この原因はアメリカザリガニがマメタ

ニシを捕食した結果であるとした．酒井(1954)は蒲生郡

長命寺の内湖において約６カ月間魚を採集して検査した

所，ホンモロコ，モツゴ，スゴモロコ，ゼゼラに肝吸虫

考察

琵琶湖産魚類について肝吸虫メタセルカリア寄生状況

の調査を行なった成績はあまり多くはみられない．小林

（７２）
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メタセルカリアを検出したが，魚体中メタセルカリアの

密度は高くなかった．また小宮ら(1960)は能登川町附近

で採集した12種の淡水魚を検査した結果，パラタナゴ，

タモロコ，ヒガイ，モツゴ，ウグイに肝吸虫メタセルカ

リアを認めた．我々の今回の調査結果によると，まず，

琵琶湖のいわゆる小魚(雑魚)にはまだ肝吸虫メタセルカ

リアが相当寄生していること，そして，その寄生濃度は

場所によって著しく異っており，南湖は東西両岸共，高

い寄生率を示し，北湖はその東岸泥質地に低率ながらな

お感染魚がみられた．

一方，滋賀県の住民に肝吸虫感染者の存在することを

はじめて見出したのは熊谷で，明治12年の頃とされてい

る(望月・堤，1899による)．その後，望月・堤(1899)は

明治31年12月に，堅田村の非病者80名を検便し，うち４９

名に肝吸虫卵を見出し，また，蒲生郡八幡町の82名中５９

名に，甲賀郡士山村の60名中１名に，大津市の47名中１４

名に肝吸虫卵を見出したと報告した．同氏らはさらにこ

れらの感染者の大多数は湖辺に住み，湖水魚もしくは貝

類を嗜むものが多いことを述べている．井上(1900)は宿

題報告において，望月・堤らの成績を紹介している．

武藤(1917)によれば，望月・堤の検便成績は横川吸虫

が発見される以前のもので，その悉<が肝吸虫であった

かどうか疑わしいと述べ，さらに，久保井・大西らが大

津市，滋賀郡，甲賀郡，野州郡，栗太郡の患者につい

て，肝吸虫卵と横川吸虫卵とを区別して検査した成績を

述べた．また宮沢(1929)は県下各地の小学校15校計6396

名を検査し，肝吸虫感染者が湖東と湖西の南部に多いこ

とを指摘した．戦後になって酒井(1954)は長命寺附近の

島村小学校児童177名の糞便を塗抹法で検査した結果，

３名(1.7％)に肝吸虫卵を見出した.小宮ら(1960)は琵琶

湖をめぐる14地区の住民4,021名について稀塩酸エーテ

ル集卵法によって肝吸虫感染状況を検査した結果，湖畔

地区では2.5％～54.2％の感染率で,これは地区によって

異なり，湖東に高く，湖畔から離れた地区は低いことを

示した．また,加藤ら(1957)は，長浜町，堅田町，高島

町，近江八幡市などで肝吸虫卵検出率はそれぞれ，2.0,

3.4,2.5,14.0％であったことを報告した．

著者らの得た成績も，人における肝吸虫感染が現在も

'尚お当地方において相当高いこと，そして地域によって

かなり浸淫程度が異ること，また淡水魚中の肝吸虫メタ

セルカリアが場所によってはまだまだ濃厚であり，かつ

若年者感染がかなり見出されることから，この琵琶湖が
現在もなお重要な肝吸虫症の流行地として注意せねばな
らぬことを強調したい．

要約

我々は琵琶湖周辺地域を対象として肝吸虫症の疫学的

調査研究を実施し，第１中間宿主であるマメタニシの分

布調査の結果につづいて，今回，第２中間宿主である淡

水魚と終宿主である人の肝吸虫感染状況を調査し報告し

た．

まず，琵琶湖をめぐる13地点から採集された19種，

715尾の淡水魚を検査し，内８種138尾に肝吸虫メタセル

カリアを見出した．肝吸虫メタセルカリアを見出した魚

種は，モツゴ，ヒガイ，バラタナゴ，タモロコ，モロ

ユカネヒラ，ヤリタナゴ，ゼゼラの８種であった．魚

における肝吸虫メタセルカリア寄生率はいわゆる南湖に

高く，次いで北湖の東岸に高いようであった．

肝吸虫の人体感染状況について，琵琶湖周辺11地区の

住民1,645名を対象とし,稀塩酸エーテル法で糞便検査を

行なった所，肝吸虫卵陽性率は平均11.6％であった．こ

の内，琵琶湖北端地域は比較的低率であったが，その他

の地区はおおむね10％以上の陽性率を示し，２０％前後を

示す地域もあった．年齢別に虫卵陽性率をみると，勿論

成年層に圧倒的に高いが，５歳の幼児をはじめ20歳以下

の若年層にも３～５％に保卵者を認めることから，肝吸

虫の新らしい感染はなお行なわれているものと思われ

る．

本研究に要した費用の一部は文部省科学研究総合研究

費，千代田生命社会厚生事業助成金，ならびに滋賀県庁

からの補助によった．記して謝意を表する．
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I Abstract S

AN EPIDEMIOLOGICAL STUDY ON CLONORCHIS SINENSIS AROUND THE

LAKE BIWA, SHIGA PREFECTURE. (2) SURVEY ON METACERCARIA

INFECTION IN FRESH WATER FISHES AND ON HUMAN

INFECTION WITH THIS PARASITE

Misao NAGAHANA, Yukio YOSHIDA, Kikuo MATSUO, Kaoru, KONDO,

Kiroku MATSUNO, Hiroshi KURIMOTO and Kenji OKAMOTO

(Department of Medical Zoology, Kyoto Prefectural University of Medicine, Japan)

During 1962 to 1970, the authors examined 715 fresh water fishes for metacercaria of

Clonorchis sinensis. Those fishes were collected from thirteen stations around the Lake Biwa..

The metacercarial infection was found in eight species of the fishes out of nineteen species ex

amined, those were Pseudorasbora parva, Sarcocheilichthys variegatus, Rhoduns ocellatus smithii,

Gnathopogon elongatus elongatus, G. elongatus caerulescens, Acheilognathus rhombea, A. Ian-

ceolata and Biwia zezera. The infection incidence was generally high in those collected from

southern part of the lake, for instance, in station 9 (see Fig. 1) 92 out of 150 P. parva were-

infected with the metacercaria.

On the other hand, the stool examination of man was carried out at eleven villages or

towns around the lake using HCl-ethel concentration technique between 1963 and 1966. The-

egg of Clonorchis sinensis was detected in 190 out of 1,645 examined (11.6%). In contrast to-

the infection rate was very low in northern parts (A and B) of the lake, it was considerably

high in other parts, usually between 10-20% and in some village more than 20%, with one ex

ception of village K which showed 4.3%. Although the infection rate was markedly high in

adult age group, the fact that 3.4% of children less than 10 years old were positive for ova.

suggested the possibility of recent infections.

(74 )




